果実･野菜飲料の認証基準

第１　適用の範囲
　この基準は、富山県内で生産された果実、トマトを使用し、富山県内の製造工場※で搾汁・充填した「果実飲料」、「トマトジュース」及び「トマト果汁飲料」に適用する。但し冷凍した状態で一般消費者に販売されるものは除く。

第２　定義
　この基準において、次の表の左欄に掲げる用語の定義は、それぞれ同表の右欄に掲げるとおりとするほか、他の用語は果実飲料品質表示基準（平成12年農林水産省告示第1683号）ならびにトマト加工品品質表示基準（平成12年農林水産省告示1632号）による。

	用　　語
	定　　義

	果実飲料
	果実ジュース、果実ミックスジュース、果粒入り果実ジュース、果実・野菜ミックスジュース及び果汁入り飲料をいう。

	トマトジュース
	次に掲げるものをいう。
１　トマトを破砕して搾汁し、又は裏ごしし、皮、種子等を除去したもの又はこれに食塩を加えたもの。
２　濃縮トマトを希釈して搾汁の状態に戻したもの又はこれに食塩を加えたもの。

	トマト果汁飲料
	次に掲げるもののうち、トマトの搾汁が50％以上のものをいう。
１　トマトの搾汁を希釈したもの。
２　濃縮トマトを希釈してトマトの搾汁を希釈した状態となるもの。
３　１又は２に食塩、砂糖類、香辛料等を加えたもの。



第３　品質
	区　分
	基　　　準

	品



質
	規
格
	１　果実飲料にあっては、果実飲料の日本農林規格（平成10年7月22日農林水産省告示第1075号）に適合していること。
２　トマトジュースにあっては、トマト加工品の日本農林規格（昭和54年10月11日農林水産省告示第1419号）の第3条1項の規格に適合していること。
３　トマト果汁飲料にあっては、香味、色沢が良好であり、異味、異臭がないこと。トマト加工品品質表示基準の第2条に適合していること。

	
	

原
材
料
	原料等果実・野菜
	使用する果実、トマトは、富山県内で生産されたものとすること。

	
	
	食品添加物
	使用していないこと。
但し、りんご、ぶどう、もも、西洋なし、日本なしにおいては、酸化防止のために使用するL-アスコルビン酸及びL-アスコルビン酸ナトリウム以外のものを使用していないこと。

	
	
	異物
	混入していないこと。

	
	内容量
	表示内容量に適合していること。



第４　品質表示
	表

示
	食品表示基準（平成27年内閣府令第10号）の規定に従って表示するもののほか、次のとおりとする。

	
	特定表示事項
	一括表示事項とは別に、「原材料の果実又はトマトは富山県産を使用しています。」等、富山県産果実・トマトを使用している旨を記載することができる。

	
	禁止表示事項
	品評会等で受賞したものであるかのように誤認させる用語（品評会等で受賞したものと同一仕様によって製造された製品であって受賞年を併記してあるものに表示する場合を除く。）及び官公庁等が推奨しているものであるかのように誤認させる用語は表示していないこと。



第５　生産・製造等の施設
　生産・製造施設、保管施設等は、食品衛生法（昭和22年法律第233号）に基づいた適切な管理が行われていること。

第６　品質管理
　１　生産・製造管理
　　　製造に当たっては、食品衛生法の遵守に努め、衛生に十分注意し、適切な管理を行うこと。

　２　生産・製造責任者の資格及び人数
　　　食品衛生責任者が１人以上いること。

第７　認証方法
　　認証のための適合審査は、富山県地域特産品認証要綱に基づく。

※適用範囲において、「県内の製造工場で搾汁・充填した」ものとしているところであるが、現在、
製造ロットなどの事由により、県内で「搾汁・充填」を受託する製造業者等がないことから、県内での製造工場で「搾汁・充填」ができるまでは、本基準に限っては、県内での製造、県外の製造工場で搾汁・充填された場合についても適用とする。


附則
  　この基準は、平成２４年３月１２日から施行する。
この基準は、平成２７年３月１６日から施行する。
この基準は、平成２８年４月　１日から施行する。
この基準は、令和　２年４月　１日から施行する。
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